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。地方 公務員 等共済組合法施行 令の 一 部 を





（注） 外 国 の 地方 公共団体の機関等 に 派遣さ れ る ー
般職 の地方 公務 員 の 処遇等 に 関 す る 法律の 規
定に よ り 派遣さ れ る 地方 公務 員 を ， 地方 公務
員 等共済組合法 の 適 用 を 受け る 職員 と す る こ
と と し た 。
規 則
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学 内 規 則
富 山大学園際交流委員会規則の一部改正
富 山 大学国際交 流委 員 会 規則の一部を 改 正す る 規 則
を 次 の と お り 制定す る 。
昭和62年 7月 17 日
富 山 大学長 大井 信一
富山大学国際交流委員会規則の一部を改正する規則
富 山 大学 国 際交流委員 会規則 （ 昭和 59年 2月 1 7 日 制
定 ） の一部 を 次 の よ うに 改正す る 。
第 3条第l項第 3号中 「 各 1 名」を 「各 2 名」に 改
め る 。
第 8条を 第 10条と し ， 第 7条中 「庶務 部 長 」 の 次に
「， 経理部 長 」 を 加 え ， 同条を 第 9条と す る 。
第 6条中 「聞 く 」 を 「聴 く 」 に 改め， 同条を 第 7条
と す る 。
第 7条の次 に 次 の 1条を 加 え る 。
（ 部 会 ）
第 8条 委 員 会 に学術交流部会 及 び留学生部会 を 置 く 。
2 学術交 流部会 は ， 学 術の 国 際交 流 に つ い て 調査審
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議す る 。
3 留 学 生部会 は ， 学 生の 外国 留 学 及 び外 国 人留学生
の 受 入 れ に つ い て 調査審議す る 。
4 前 2 項の部会 に 関 し 必要 な 事 項は ， 別 に 定め る 。
第 5条の 次 に 次 の 1条を 加 え る 。
（ 議 事 ）
第 6条 委 員 会 は ， 委員 の過半数 の 出席に よ り 成立 す
る 。
2 議事は ， 出席委員 の 過半数 を も って決 し ， 可否同
数 の と き は ， 議長 の決す る と こ ろ に よ る 。
附 則
1 こ の 規則は ， 昭和62年 7月 17 日 か ら 施行す る 。
2 こ の 規則施行 に よ り ， 昭和62年 9月 18 日 付け で委
嘱さ れ る 委員 の 任期 は ， 第 4条の 規定 に か か わ ら ず
昭和63年 3月 1 5日 ま で と す る 。
惨 富 山 大学国 際交 流委 員 会 規則の 改正理由
富 山 大学国際交流委員 会 に 学 術交 流部会 及 び留 学生
部会を 置き ， 本 学 に お け る 国際交流を 積極的 に 推進 す
る た め ， 所要事 項を 改め る 。
昭和62年8月1日発行 品凶手 報 第285号
諸 議
AQ一A
昭和62年第4回公開講座委員会（ 7 月 3 日 ）
（議 題）
( 1 ) 昭 和62 年度 公 開 講座の 実施に つ い て
昭和62年度第3回事務協議会（ 7月 3 日 ）
（議 題）
( 1 )  当 面 の 諸問 題に つ い て
第61圏構内交通対策委員会（ 7月 1 0 日 ）
（議 題）
( 1 )  富山大学構内交通規制 に 関 す る 暫定要 項等の 改
正（ 案）に つ い て
昭和62年度第2回大学院委員会（ 7月 10 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 総合大 学院構 想 に つ い て
第4回総合大学院検討委員会（ 7月 10 日 ）
（議 題）
( 1 ) 総合大学 院構想に つ い て
昭和62年度第3回富山大学トリチウム科学センター運
営委員会（ 7月 10 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 昭和61年度 運営費決算 書（ 案 ） に つ い て




( 1 ) 昭 和62年 度 予 算 （ 案 ） に つ い て
昭和62年度第4回入学 試験管理委員会・第3回入学者
選抜方法研究委員会の合同委員会（ 7月 14 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 昭 和63年度 入 学試験 問題作 成委員に つ い て
( 2) 昭 和63年度 富 山 大学 入学者選抜に 関す る 要項に
つ い て
( 3) 昭和63年 度 富 山 大学学生募集要項（案 ） に つ いて
(4 ) 入学者選 抜方 法 の 改善に 伴う昭和62年度以降の
調査研究 事項に つ い て
第1回保健管理センター運営委員会（ 7月 14 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 昭和62年 度業務 計画 （ 案）に つ い て
( 2) 学生相談制 度 に つ い て
昭和62年度第5固評議会（ 7月 1 7 日 ）
（審議事項）
(1) 昭和63年度富 山 大学 入学者選抜に 関 す る 要項
（ 案 ） に つ い て
(2) 富 山 大 学国際交流委 員 会 規 則の一部改正 に つ い
て
昭和62年度第2回国際交流委員会（ 7月 17 日 ）
（審議事項）
(1) 富 山 大学国際交 流 委 員会規則改正 （ 案 ） ， 同 学 術
交流部会 内 規 （ 案）及 び 同 留 学生部会 内規 （ 案） に つ
い て
昭和62年度第4国事務協議会（ 7月 27 日 ）
（議 題）
( 1 ) 当 面 の 諸問題に つ い て
第1回富山大学廃液処理施設運営委員会（ 7月 27 日 ）
（議 題）
(1) 昭和62年度運営費予算 （ 案 ） に つ い て
( 2) 今後 の 施 設 運営の問題点 等に つ い て
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昭和62年 9月 6日 ｜ バ イ エ ル ン
弘 ｜ 第 5 回 国体表面 の振動に 関す る 国 際会 議 I I I 
昭和62年 9月 10日 ｜ （ 西 ド イ ツ ）
学 術 刊 行 物
2. 定期刊行物
( 1 )誌 名 ： 富 山 大学 ト リ チウム科学セ ン ター研究 ( 1) 誌 名 ： 富 山 大学 ト リ チ ウ ム科学セ ンタ一研究
報 告 集 1981～1985
(2) 発行日 ： 昭 和62年 3月





(3）巻 号 ： 第 6 巻（Vol 6, 1 986 ) 
(4 ） 版 ： B 5判
(5）ページ ： 87ページ
掲載さ れ て い る 論文は 下記の と お り である 。
ゲ ッ ターに よ る ト リチウムプロセシ ン グ…・・．．．．
市 村 憲司， 渡辺国 昭……l
論 文
黒 鉛によ る 水素 同位体の捕獲と再放出 一鉄不純物の影響及 び再結合係数 …...・H・－－－
芦 田 完， 渡辺国 昭…・・・25
Zr-V-Fe合 金によ る 実験室規模での ト リ チ ウ ムカヌ の供給と回収・・…………
松 山 政 夫， 三 宅 均， 市 村 憲司， 芦 田 完……39
渡辺国 昭
制 動X 線 計測に よ る ト リ チ ウ ム カス の非破壊測定 …
松山 政 夫， 三宅 均， 芦 田 完， 渡辺 国 昭……47
伍島伸五， 藤 田 良 成， 中 谷秀 夫
環境問位体 か ら 見 た南極東 ク イ ー ンモー ド ラ ン ド 地域 内 陸部の氷床堆積環境…
ノート
佐竹 洋， 川田 邦夫， 津 島 健， 佐 藤 暢子……57
赤外分光法 に よ る ［Co(en)3] Ch・3T20 の分解過程・・
金坂 績， 西 村 裕幸， 金森 寛， 川井 清保……7 1
市 村 憲司， 渡辺国 昭
吸着 ト リ チ ウムの リ ア ルタ イ ムイ メ ージ ン グ（ I ) 一マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ルプレー ト の 可能性一…・
市 村 憲司， 渡辺国 昭……77
熱焼法 によ る 黒鉛中 の ト リ チウム・ イ ン ベ ン ト リー の評価・・…・・・・
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芦 田 完， 松山 政 夫， 渡辺国 昭一…·83
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； ＠ 退斤， 退室の際には， 戸締りの徹底・電気， ガス l 
! の消し忘れ， タバコの吸般の後始末に十分注意し， ! 
； 盗難の防止・火災の予防に心がけましょうグ ; 
! @ 電気， ガス， 水の省エネ・省資源に協力しましょ ! 
； う．グ i
； ＠ 構内での自動車等の運転は， 教育・研究に支障を ： 
! 来さないよう安全運転に努め定められた交通方法， ! 
： 歩行者の安全及び騒音防止に努めましょうグ ； 
昭和63年度 富 山大学入学者選抜に関する要項を発表
第285号
本学は ， 昭和63年 度 富 山 大学入学者選抜に 関 す る 要
項 を 7月1 7 日 幽に 次の と お り 発表 し ま し た 。
② 理学部物理学 科で帰国 子女特別 選 抜 を 実施す る
こ と と し た こ と 。
こ れ に よ る と ， 昭和62年度 と の 主 な 相違点 は，
① 理学部数学 科にお い て， 共通第 l 次学力試験の
受験 を 要 す る 教 科を ， 社 会 を 除 く 4 教 科 と し た こ
と 。 （ な お ， 他の 学音II ・ 学 科等は昨 年 度 と 変更は
な い 。）
③ 経済学部 畳間主 コー ス にお け る 推薦入学 の 募 集
人 員 を l 名増の 1 9名以 内 と し た こ と 。
な お ， 第 2 次 の 学 力 検査等の 日 程， 試験場 及 び 出願
手続等の 細目を 記載し た 学生募集要項に つ い て は ， 本
年 10月 下旬ごろ 発表す る 予定です 。
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1. 学部・学科等の内容及び入学定員
学 部 学 科 ・ 課 程 入学定員 専攻 ， 講座又は 学 科 目
人 文 学 科 9 5 哲学 ， 日本史学， 東洋史学 西洋史学 ， 考古学，履修 人文地理学 ， 文化人類学 ， 言語学 ， 文化構造論
人文学部 コ 国語国文学 ， 朝鮮 語朝鮮文学 ， 中国語中国文学 ，
宝・五ロ 学 文 学 科 9 5 ス 英 語 英 米文学 ， ドイツ語ドイツ文 学，
ロシア語 ロシア文 学 ， 比較文学
小学校教 員養成 課程 1 4 0 
専
国語， 社会 ， 数学 ， 理科
学
， 音楽， 図画工作， 体育，
家庭， 教育学 ， 教育心理
攻 国語， 社会， 数学， 理科， 音楽， 美術， 保健体育，教育学部 中学 校 教 員養成 課程 5 0 教 家庭 ， 技 術， 英 語
養護学校教員養成課程 2 0 手ヰ 特殊教育
幼 稚 園 教 員養成課程 3 0 幼稚園教育
墨コ 経 済 学 科 1 4 4 理論経済学， 比較経済論， 政策 科 学， 応用経済学
間主スI 経 営 学 科 1 2 4 経営学 ， 応用経営， 管理 科 学
経 営 法 学 科 1 0 2 基礎 法 ， 民事 法， 企業関係 法
経済学部
夜コ 経 済 学 科 2 0 理論経済学 ， 比較経
済論， 政策 科学， 応用経済学
間主スI 経 営 学 科 2 0 経営学 ， 応用経営， 管理 科 学
経 営 法 学 科 2 0 基礎 法 ， 民事 法， 企業関係 法
数 学 科 4 3 代数学及び幾何学 ， 解析学 ， 数理統 計学 ， 応用解析学及び電子 計算機論
物 理 学 科 4 7 国体物理学 ， 量子物理学， 結晶物理学， 電波物理学，理 学 部 レーザ一物理学
化 学 科 4 3 物理化 学 ， 構造化学， 分析化 学， 有機化学， 天然物化学
生 物 学 科 3 5 形態学， 生理学 ， 細胞生物 学， 環境生物学
地 球 科 学 科 3 2 地殻構造 学 ， 地殻進化学， 陸水学， 雪氷学
尽電罵争． 気 工 学 科 5 3 電気 理論， 電気機器学， 電力工学， 通信 工学， 制御工学
工 業 化 学 科 4 8 有機工業化学， 有機合成化学， 無機工業化学 ，応用物理化 学 ， 環境化学
金 属 工 学 科 4 3 金属材料 学， 金属加工学， 鉄冶金学， 非鉄冶金学
工 学 部 機 械 工 学 科 5 3 材料力学， 機械力学， 流体工学， 熱工学， 動力熱工学
生産機 械工 学 科 4 3  切削加工， 工業 計測， 塑性加工， 制御機器
化 学 工 学 科 4 3  反応工学， 拡散単位操作 ， 機械 的単位操作， 輸送現象
電 子 工 学 科 4 3  基礎 電子工学， 応用電子工学 ， 電子素子工学 ，電 子回路工 学
共 通 講 座 応用物理学 ， 応用数学 ， 情報処理
メa 計 1, 3 8 6  
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2. 入学者選抜方法等， 第2次の学力検査実施教科・科目 及び共通第1次学力鼠験の受
験を要する教科等
別 表 I•II•lllのとおり
なお， 推薦入学 者の選抜方法 帰国 子女・社会人等 の特別選抜方法については別表IV • V •VI参照
の乙と。
3. 学生募集要項（細目 ）の発表
募集人員， 出願手続・期日， 第2次の学 力検査等の実施期日， 試験場等の細目を記載した 学 生募集
要項は， IO月末頃に発表の予定である。
なお， 郵送iζて募集要項を請求する 場合は， 本要項の6募集要項の請求方法を参照する乙と。
4. 共通第1次学力試験及び第2次の学力検査の配点
同年裕之竺
区 分 国語 社会 数 学 理科 外国語
共通第l次 200 100 200 100 200 人 文 学 部 第 2 次 200 200 
小 学 校教 員養成課 程 共通第l次 200 100 200 100 200 養護学 校教 員養成課程 第 2 次 200 200 200 教 幼稚 園教 員養成課 程
中 学 校教 員養成課程 共通第l次 200 100 200 100 200 国 主五 社A 英三五 400 育 （ ”ロ， z， 専 ； ） 第 2 次 400 
中 学 校教 員養成課程 共通第1次 200 100 200 100 200 
学 （ 数 学， 理 科， 家庭 ） 第 2 次 400 400 技術専攻
部 中 学 校教 員養成課程 共通第l次 200 100 200 100 200 （ 音楽， 美術， ） 第 2 次保健体育専攻
経済学科， 経営学科 共通第1次 100 50 100 50 100 経 経営法学科 第 2 次 300 300 済 （昼間主コ ス）
学 経済学科， 経営学科 共通第1次 200 100 200 100 200 部 経営法学 科 第 2 次（夜間主コ ス）
共通第l次 200 200 100 200 数 学 科 第 2 次 400 理
共通第1次 200 100 200 100 200 物 理 学 科 第 2 次 200 400 学 化 学 科 共通第l次 200 100 200 100 200 
地 球科 学 科 第 2 次 200 200 部 共通第l次 200 100 200 100 200 生 物 学 科 第 2 次 400 
共通第1次 100 100 100 100 工 学 部 第 2 次 200 200 
5. 定員一部留保第2次募集の配点
学 部 ・ 学科 共 通 第 l 次 学 力 試 験
国 語 ｜ 社 会 ｜ 数 学 ｜ 理 科 ｜ 外 国語














































1, 1 0 0点
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別 表 I
昭和63年度富山大学入学者選抜方法等
第 2 次 の 学 力 検 査 等 推 薦
選抜方法等 実 技検 査等 2段 階 選 抜 入学定員の一部について， 出身学 力検査を免除し調査書を主な
主として， 調査 第l段階の選抜 実
第2次 書の内容と共通 による合 格者数
の学 力 第1次学 力試験 第2次学力 第2次学 力
検査を 実 技検 面 接 小論文 の成績により第 検査を免除 検査を免除
課する査を課 を課す 1段階の選抜を 定員l乙 し， 共通第 し， 共通第 実 技検する を行う る 行い， その合格 対する そ の｛也 l次学 力試 1次学 力試
者について更に 験を課する 験をも免除
















文 学 部 。 × × × × × × × × × 
小学校教 員養成課程























， 。 × × × × × × × × × 
中学校教 員養成課程










経営法学 × × × × × × × × 。 t 
（夜間主コース）
数 学 科 。 × × × × × × × × × 
物 理 学 科 。 × × × × × × × × × 
化 学 科
地 球 科 学 科 。 × × × × × × × × × 
生 物 学 科 。 × × 。 × × × × × × 
学 部 。 × × × × × × × × × 
備 考 1.  調査書に⑧標示を希望する。 （入学 者選抜方法の研究資料として利用するため。 ）
2. 理学部物理学科 の定員一 部留保第2次募集では， 第2次の学 力 検査は行わず， 共通第1次学 力
試 験， 調査書及び健康診断を総合して 判定する。
3. 欠員の 補充の 方法等は 10 月末頃le発表予定の学 生募集要項iζ記載する。
- 8 -
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技 検 査 等 社会人の 実 技 検 査 等 第2 次の
推薦入学 ための特 学 力検査 備 考
募集人員 別の選抜 第2次 第2 次
面 接 小論文 （又は比率） の学 力 実 技検 面 接 小論文 募集人
等 の日程 医男�＝司
を謀す そ の他 検査を 査を課 を課す 員 （又ぜ Jう る 課する する を行う る は比率）
帰国 社会人子 女
× × × × 。 。 × × × × × 3 月5 日はj
× × × × × × × × × × × 
3 月5日出
× × × × × × × × × × × 3 月 6 日（日）
× × × × × × × × × × × 
（下記参照）
。 。 × 19 名以内 。 × × × × × × 3 月5 日比）
、dノ 。 × 20 名程度 × 。 × × × × × 
× × × × × × × × × × × 
× × × × 。 × × × × × 12名
× × × × 。 × × × × × × 3 月5日出
× × × × 。 。 × × × × × 
× × × × × × × × × × × 
- 9 -
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別 表 E
昭和63年度富山大学入学者選抜学力検査実施教科・科目













員 中学校教員 中学校教員 中学校教員








科 （国語， 社 （数学，理 （音楽
健
，美（昼間主コース




員 攻） 技術専攻 育専攻）
等
出題受 験 出題受 験 出題受 験 出題受 験 出題受 験 出題受 験
出題教科・科目名 ば数科 目科目数科目科目数科目科目数科目科目数科目 科目 数科 目
国 三ロ五ロ
国 主ロ五ロ 。 。 。
国 圭回五c II 。 2 。 。
代 数・ 幾 何 。 2 。 。














微 分 ・ 積 分







理 科 生 物
、、J 、、J 2 1 の の 科
目自e 地 学 のl つ つ
ち ち
英 主B 五ロ II 。
｝
言
。 。 。 。


















中 国 圭回五目 。








・ 術 三回包 集、 実 技 。 。 〆霊�望L� 宮保 健 美 術 実 技 。 。体 育 体 育 実 技 。 。
論 文
メ仁ヨ入 計 8 4 文は 3 9 3 4 2 4 2 5 2又はl
備考1. 0は必ず受験しなければな らない科目を，Oは選択科目を示す。
2. 教育学部の実技検査の内容
(1) 小 学校教員養成課程，養護 学校教員養成課程及び幼稚園教員養成課程
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理 学 部 工 学 部
電気工学科
金 属工学科機械工学科
数 学 科 物 理 学科 化 学 科 生物 学科 地球科 学科 生産機械工 工業化 学科
学 科 摘 要化 学工学科
電子工学科
出題 陵 験 出題 畏酷 出題 受� 出題 度験 出題 長験 出題 受層重 出題 受 験 出題 受験















。 2 。 2 。 2 。 2 。 2 。 2 。 2 ） 日験時る間内iζ。 ドー一一一一 。 。 。 解答さ せ 。。 。 。
。。 トーーーーーーーーー 一 一 ｜
「
解
昨日 一 一「 試鵡 糊験桝時
4 答確












。0 。 。一 「す 。。 。一 π） 。
一 「でデ 。






答さ せ，＿＿＿・E・－幽園田 トー『園聞園周回ーー 一
ド一一ーーー トーーーーーーーー・ー 一
「て｝ 一 一 一ドーー『ーー圃・司ー トーーーーーーーーー 一 一 一
』－ー 一 一 一
一 一
。






第l 志望の受 験科目 （実技検査を除く）が， 他の課程又は専攻の指定する科目 と
同じである場合のみ第2志望を認める。























































































































































































推 薦 入 学 者 の 選 抜 方 法
実施学部 ・ 経済学部・ー………経済学科 ・経営学科 ・経営法学科
学科名 昼 間 主 コ 一 ス 夜 間 主 コ ス
募 集 人員 19名 以内 20名程度
トーー
選 抜 期 日 昭 和 62年12 月 9 日 （水） 昭和 62年12 月 6 日 （ 日 ）
入学者の選 抜は， 共通第1次学力試験及 入学者の選抜は， 共 通第1次学力試験及
び第2次の学力検査を免除 し， 推 薦 書， 調 び第2次の学力検査を免除 し ， 推薦書， 調
選 抜方法
査書， 志 願f型白書， 小論文， 面接及び健旗 査書， 志 願理白書， 小論文， 面接及び健康







わゆる職業科 ）を昭和63 年3 月卒業見込み 職内定者で， 人物， 学力， 健康において 優
の者で， 次の各号lζ該当する者。 れ， かつ， 勉学意欲が旺盛であり， 高等学






推薦 人員はl 高等学校につき2 名 以内。
そ の 他
円ぺU
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別 表 V-1
帰国子女等 の特 別 選 抜 方 法
実施学部・学科名 人文学部…一一……・…・・人文学科 ・語学文学科
募 集 人 員 若干名 （定員内）
選 抜 期 日 昭和62年12月9 日（水）
入学者の選抜は， 共通第l 次学力試験及び第2次の学力検査 を免除し， 書類審査 ，
小論文 ， 面接及び健康診断により行う。
なお， 小論文 及び面 接は， いずれも日本 語により行う。
選 抜 方 法
昭和 62年11月16 日（月）




校教 育の期聞を含む） を昭和61年（1 986年） 4 月 1日から昭和63年（1988年〉
3 月31日までに卒業（修了） した者及び卒業（修了） 見込みの者。
ただし， 外国において最終の学年を含めて 2年以上継続して 学校教 育 を受けて
出 願 資 格 し、る乙と。
なお， 外国lζ設置 されたものであっても 日本の学校教 育法K準拠した教 育を
施している学校に在学した者については， その期間を外国において 学校教 育を受
けたものとはみな さない。
(2) 外固において スイス民法典に基づく財団法人である国際パカ ロ レア事務局から
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別 表 V -2




募 集 人 員 若干名 （ 定員内）
選 抜 期 日 昭和62年12月9日（ 水）
入学者の選抜は， 共通第l次学力試験及び第2次の学力検査を免除し， 書類審査
小論文， 面接及び健嵐診断の結果を総合 して 判 定する。
選 抜 方 法
昭和62年11月1 6日（月）
出 願 期 間
昭和62年11月21日（土）
日本の凶籍を有 する者で， 次の（1)又は｛2 ）のいずれかに該当する者。
(1) 外国において学校教育における12年の課程（日本における通常の課程による学
校教育の却j聞を含む） を 昭和61年(198 6 年） 4 月 1 日から昭和63年（ 198 8 年）
3月31日までに卒業（修了） した者及び卒業（修了） 見込みの者。
ただし， 外国において最終の学年を含めて 2 年以t継続 して学校教育を受けて
いる乙と。
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別 表 V- 3
帰国子女等 の特 別 選 抜 方 法
実施学部・学科名 ｜ 理 学 部……...・H・－…物理学科・化学科・生物学科・地球科学科
募 集 人 員 ｜ 各 学科若干名（定員内）
選 抜 期 日 昭和62年12月9日（水 ）
入学者の選抜は， 共通第l次学力試験及び第2次の学力検査を免除し， 書類審査，
小論文， 面 接及び健康診断により行う。
選 抜 方 法
昭和62年11月16日（月 ）
出 願 期 間 ｜ \ 
昭和62年11月21日（土 ）




学校教育の期間を含む ）を昭和61年4 月 1 日から昭和63年3 月31日までに卒業













別 表 VI - 1 
社会人等 の特 別 選 抜 方 法
実施学部・学科名 人文学部…………………人文学科・ 語学文学科
募 集 人 員 若干名（定員内）
選 抜 期 日 昭和62年12月9日（水）
入学者の選抜は ， 共通第l次学力試験を免除し ， 書類審査， 外国語 ， 小論文 ， 面
接及び健康診断により行う。
選 抜 方 法
なお ， 外国語は「英 語・ ドイツ語・朝鮮 語・中国 語・ ロシア語」の中から 1科目
選択 すること。
昭和62年11月1 6日（月）
出 願 期 間
昭相62年1 1月2 1日 （ 士）





出 願 資 格 (4) 旧制諸学校の卒業者または中途退学者で 文部大臣の定めるととろ によって
大学入学資格を有 する者
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別 表 VI - 2 




募 集 人 員 20名程度（定員内）
選 抜 期 日 昭和62年12月 6 日（日）
入学者の選抜は， 共通第1次学力試験及び第2次の学力検査を免除し， 書類審査，
小論文 ， 面接及び健康診断の結果を総合して判 定する。
選 抜 方 法
昭和6 2年 1 月 16日（月）
出 願 期 間
昭和6 2年11月21日（土）
大学入学 資 格 を有し， かつ次の(1)又は（2 ）の い ずれかに該当する者。
(1) 勤労者につい ては， 高等学校を昭和62年 3月以前K卒業した者及び乙れに準ず
る者 。又は ， 昭和63年 3月に高等学 校の定時制又は通信制課程を卒業見込みの者
で， 人物， 学 力， 健康において優れ， かつ， 勉学 意欲が旺盛であり， 職場長の推
薦 する者。
出 願 資 格 (2) その他の社会人については， 高等学校を卒業した者及び乙れに準ずる者で ， 昭
和63年3 月31日現在年 齢満お歳に達している者で， 人物 ， 学力， 健康において優
れ， かつ， 勉学意欲が旺盛であり， 出身学 校長等の推薦する者。
そ の 他
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別 表 VI - 3 
社会人等の特別選 抜 方 法
実施学部・学科名 理 学 部………・……一生物学科
募 集 人 貝 若干名（定員内）
選 抜 期 日 昭和 62年12 月 9日 （水）
入学 者の選抜は， 共通第1 次学力試験及び第2次の学力検査を免除 し， 書類審査，
小論文， 面接及び健康診断により行う。
選 抜 方 法
昭和62年 11月16日 （月）
出 願 期l 問
昭和62年lJ月21日 （土）




(3) 学校教育法施行規則第69 条の規定により高等学校を卒業した者と 同 等以上の学
出 願 資 格 力があると認めら れる者





異動区分 発令年 月 日 氏 名
採 用 62. 7.  6 北 野 哲
II 冨 樫 昇
II 平 回 賢 t台
II 高 域 政 信
II 黒 j皐j告 子
退 職 62. 7 26  北 野 哲
II 冨 樫 昇
II 平 回 賢 J台
II 本 国 善 彦
II 藤 木 嫡三郎
62 8. 1 土 井 美都子
II 坂 林 梅 松
II �ti 田 敏
公グ〉のt肖名称羽或 62 7 . 6 西 垣 』主王文
品同号ー 報
人 事 異 動
異動前 の 所属官職
技 術補佐員 （ 経理部 主計課 ）
技 術補佐買（ 経理部 主計課 ）
技 術補佐員 （ 経理部 主計課 ）
事務補佐員（ 附属 図書館 ）
事務 補佐員 （ 附属図書館 ）
臨時用務 員 （教育学部作業員 ）
臨時期務 員（経済学部作業員 ）
教務補佐員（教 養 部 ）
庶務部 長
学 内 諸 報
紺綬褒状の伝達につ い て
異 動 内 容
技 術補佐員 （ 経理部 主計課 ）
技 術補佐員 （ 経理部 主計課 ）






























昭和61年 11月株式会社不二越 か ら 本 学 工学部 へ学生
の実験 ・ 実習 及 び教育研究用 と して ， 旋盤 3 台及 び ロ
ボ ッ ト が寄附さ れ て お りま したカヘ これ に 対 し 紺綬褒
状が授与 さ れ ， 昭和62年 7 月 15 日制同 社応接室 に お い
な お ， こ れ に 際 し ， 本学か ら併せ て 感謝状 を 贈 り ま
し た 。
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海 外 渡 航 者
i度航の 種類 所 属 1故 氏 名 渡 航 先 国 目 自ヲ 期 間
フラ ン ス， マ リ ， ア フ リ カ に お け る 都市化の総 62 7 . 1 人文学部 助教段 ぶ阪 '{ ブル キ ナファ ソ ， 合比較調査
象牙海岸 ， ザ イ ール 62. 1 1. 1 
イ ン ド イ ン ド 亜大陸農村に お け る 市 62. 7 . 7 
教 養 部 助教授 i禽口 常！変 ノ〈 ン グ ラ テ、シ ュ と そ れ を め ぐ る 商人集 団の研
シ ン ガポール 究 （ 第 2 次 本調査 ） 62. 9 . 10 
水中の 微量成分の 定量に関す 6
2 7 . 10 
理学部 助教授 田口 茂 カ ナ ダ る 共 同 研究 の た め 62. 9 9 
－国際コ ケ植物 集 会 に 出席及 62 7 . 15  
理学部 教 授 'f＼＇井 道＝ 西 ド イ ツ び資料収集
外国出張 － 国際植物学会及 び 国際シタ 62. 8. 10 相物集会 に 出席， 発表
第 12 回 国際第四紀学会 （ I N 
カ ナ夕、 QU A 
12 ） 及 び 国際地質対比 62. 7 . 18 
教 養 育｜； 教 授 桜井 昭二 ア メ リ カ 合衆国 計画200( I G C P- 200 ） に 参加並 び、に ワ シ ン ト ン に お け る 62. 8 . 25 
資料収集
ミ ク ロ ネ シ ア連邦 北西太平洋海溝系の地質学 ・ 62 7 . 29 教養吉I\ 助教民 竹内 コ辱主tニ （ヤップ ） 地球物理学 的研究 62. 8 . 13 
内蒙古草原地域の生物生産と 62. 7 . 30 教育学部 教 J受 問中 普 中華人民共和 国 環境保全に 関 す る 総合調査 62. 8 . 25 
62. 7 .  4 
教養部 教 J支 中越 生li方 カ ナ ダ 国際援数論研 究 会 に 出席
62. 7 . 22 
ハ ワ イ 大学マノ ア 校 英語教育 62. 7 . 27 
海 外研修旅行 教 養 部 助教授 i品川 純幸 ア メ リ カ 合衆 国 学部にて 外 国語での コ ミ ュ ニ
ケー シ ョ ン の研究 に従事 63 9 .  10 
ア メ リ カ 合衆 国 第 4 回 太平洋新第二紀層序学
62. 7 . 28 
理学部 教 授 広岡 公夫 国際会議及び、第19 回国際以lj地カ ナ ダ 学地球物理学連合総会 に 出席 62 8. 21  
昭和62年度文部省北陸地区共同事業体育大会
昭和 62年度の文部省北陸地区共同事業体育大会が，
去 る 7 月24日闘に制井大学の 当 番 で， 会 場は悩井県営
体育 館にて開催され た 。
本年度の 競技は ， バトミ ン ト ン ， 叫式1:i.f；］＜の 2Hl 目
が 行われ， 本学からは 2Hl目 あ わせて 32名の 選手 が参
力日 し た 。
例年よ り 長 び く梅雨に も か か わ ら ず ， 当 日 は快晴 と
なり絶好の ス ポー ツ 日 和 の もと熱戦が 繰 り 広げ、 ら れ，
4（学はノ〈 ド ミ ン ト ン の部で健闘 し ， 3 位入賞 を 果す と
共に ， 共同事業の 目的 で あ る 健康 の 増 進 と 職員相Eの
親睦も十分満 た され た もの と思 わ れ る 。




／＜＼＇. ド ミ ン ト ン
予選 1） ー グ
A ゾー ン
チ ー ム 名 石 川 高専 高 岡 短大 富 山 大 A 富 山 商船 金沢大 C )IJ員 位
石川 高専 ＼＼ 1 - 2 0 - 3 1 - 2 0 - 3 5 
高 岡短大 2 - 1 ＼＼＼ 1 - 2 2 1 1 - 2 3 
富 山 大 A 3 0 2 1 ＼＼＼ 3 - 0 2 - 1 1 
富 山商船 2 - 1 1 - 2 0 - 3 ＼＼＼ 1 - 2 4 
金 沢大 C 3 - 0 2 - 1 1 - 2 2 - 1 ＼＼ 2 





チ ー ム 名 福井高専 福 井 大 A 富 医薬大 A 福 医 大 A 111兵 位
福井高専 ＼＼＼ 0 - 3 0 3 2 1 3 
福井大 A 3 - 0 ＼＼ 3 0 2 - 1 1 
富医薬大 A 3 - 0 0 - 3 ＼＼ 2 - 1 2 
























チ ー ム 名 福 医大 B 富 山 高専 金沢大 A ム目じ�に 三同包二芋午F 111貢 位
福 医 大 B ＼＼＼ 1 - 2 0 - 3 0 3 4 
富 山 高専 2 - 1 、、＼＼＼ 0 - 3 1 2 3 
金沢大 A 3 - 0 3 - 0 へ＼＼ 3 - 0 1 
能登青年 3 - 0 2 1 0 - 3 ＼＼ 2 
D ゾー ン
チ ー ム 名 富医薬大 B 福井犬 B 富 山 大 B 金沢大 B 111貢 ｛立
富 医薬大 B ＼＼＼ 3 - 0 3 0 2 - 1 1 
福井大 B 0 - 3 ＼＼ 0 - 3 0 - 3 4 
富 山大 B 0 - 3 3 - 0 ＼＼ 1 - 2 3 
金沢大 B 1 - 2 3 - 0 2 - 1 ＼＼＼ 2 
組 合 表
硬式卓球
子選 リ ー グ1. 
A ゾー ン
チ ー ム 名 富 山 大 A 高 岡 短大 福 医 大 A 福 井 大 A 若 狭 湾 ）｜頃 位
富 山大 A ＼＼ 3 - 1 0 - 3 3 - 2 3 0 2 
高 岡短大 1 - 3 ＼＼ 0 - 3 1 - 3 3 - 1 4 
福医大 A 3 - 0 3 - 0 ＼＼ 3 - 0 3 - 0 1 
福井大 A 2 3 3 - 1 0 - 3 ＼＼＼ 3 - 0 3 
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チ ー ム 名 金 沢大 C 石 川 高専 富 山 商船 富医薬大 A Iii貢 位
＼＼＼ 2 決勝 ト ー ナ メ ン ト金沢大 C 3 - 0 3 - 0 1 - 3 2 
石 川 高 専 0 - 3 ＼＼＼ 3 - 1 1 - 3 3 
富 山 商船 0 - 3 1 3 ＼＼ 1 - 3 4 福大医
富医薬大 A 3 - 1 3 - 1 3 - 1 ＼＼ A 
J_ 
C ゾー ン ③ 
3, , 2 
チ ー ム 名 富 山 高 専 福井大 B 金 沢 大 B 富 山 大 B Ill貢 位
富 山 高 専 ＼＼＼ 0 - 3 1 - 3 1 - 3 4 
福 井 大 B 0 - 3 ＼＼＼ 3 - 2 3 - 0 1 A B l ゾ 1 ゾ
金山大 B 3 - 1 2 - 3 ＼＼ 2 - 3 3 位 ｜ 位 ｜ン ン








チ ー ム 名 福 井 高 専 金沢大 A 富医薬大 B 福 医 大 B Jll員 位
福 井 高 専 ＼＼＼ 1 - 3 3 - 2 3 - 2 2 
金 if�大 A 3 - 1 ＼＼ 3 - 1 3 - 1 1 
富医薬大 B 2 - 3 1 - 3 ＼＼ 3 - 2 3 
悩 医 大 B 2 - 3 1 - 3 2 - 3 ＼＼ 4 
学 内 レ ク リ エ ー シ ョ ン 〈 ソ フ ト ボ ー ル大会〉
本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会 体 育 部 会 ソ フ ト ボ ー ル
班主 催 に よ る 昭和 62年度部局対抗 ソ フ ト ボー ル 大 会 が，
去 る 6 月 1 5 日 (J J)か ら 7 月 1 6 日 （本） ま での 間 ’高 山 大学野球
場 で実施 さ れ ま し た 。
予 選 リ ー ク
A ブ、 ロ γ ク
工学部； 経済学部 教育学部 他店主謀 勝l攻附屠図書館 1デ生音JI 庶務部
T.c'f：古｜；＼ 。 。 。 3 II券 庶務部卜＼
経済学部 × 
＼ 
× 。 1 勝211x附属図書館 教養部 × 
教育学部 × 。 ＼ 。 21l寄 l !& 経理部 。
地設謀 × × × 
＼ 
3 !!x 学生音｜； 思学百｜； 。
人文学部 × 
な お ， 成績は 次 の と お り です 。
優 勝 工学部
次 勝 教養部
B フ守 ロ ッ ク
教養音｜； 経理部 理学部 人文学部 勝敗
。 × × 。 211幸2Mt
｜＼ 







。 。 × 
ヘ
211幸2Ht
3, , o  
c D l ソー 1 、ノ、、











1 1 1 1 8  
A B 
1 ブ 1 ブ
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〈釣 大
本 学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委員 会娯楽部会釣班主催 に よ
る 昭和62年度学内釣大会が， 去 る 7 月 25 日 仕）午 後 1 時
30分 か ら 新湊東防波堤 に お い て 実施 き れ ま し た 。
大 会 は ， 釣 り 上げ た 魚の総重量に よ り 入賞が決定 き




一位 二宮 英治 （ 工学部）
二位 福 山 浩 （ 施 設課 ）
三 位 西尾 武 （ 経済学部 ）
昭和62年度富 山 大学公開講座の実施 に つ い て
一一健康 ・ ス ポ ー ツ教室一一
市民の ス ポ ー ツ に 対す る 関心 を 高め普及す る た め， ジ ョ ギ ン ク＼ ノ 〈 ド ミ ン ト ン ， 硬式 テ ニ ス を 選 ん で， そ れ ぞ、れ
専 門 的 な 理論， 実技の指導 を 行 う 。
（ 講 座 の 名 称 ） 健康 ・ ス ポー ツ 教室
（ 開 設 コ ー ス ・ 募集 人 員 ・ 受講対 象 等 ）
開 設 コ ー ス 名 募 集 人 員 受講対象者 ｛蒲 考
ジ ョ ギ ン グ コ ー ス 20名 一般 男 女
ノ 〈 ド ミ ン ト ン コ ー ス 20名 一般 男 女 （ 初心 者 ） ラ ケ ッ ト は 貸 出 可
硬 式 テ ニ ス コ ー ス 1 5名 婦 人 （ 初心 者 ） 先着順
（ 開 設 期 間 ）
・ ジ ョ ギ ン グ コ ー ス 昭和62年 8 月 21 日 制 ～ 9 月 7 日 (Jj） の 下記 日 程の 9 日 間
・ バ ド ミ ン ト ン コ ー ス 昭和62年 9 月 24 日 （木） ～ 10 月 2 日 幽の 下 記 日 程の 7 日 間
・ 硬 式 テ ニ ス コ ー ス 昭和62年 12 月 24 日 （木） ～ 1 2 月 27 日 （日）の 下 記 日 程の 4 日 間


















18 : 00～ 
20 : 00 
2 時間
26(7JQ 
18  : 00 ～ 
20 : 00 
2 時 間
28倒
1 8 : 00～ 
20 : 00 
2 時間
3l(JJ} 
18 : 00 ～ 
20 : 00 
2 時 間
9 /  2 （本）
18 : 00～ 
20 : 00 
2 時間
4 官制
18 : 00～ 
20 : 00 
2 時 間
5 け）
1 6 : 00～ 
20 : 00 
4 時 間
7 (tj) 
18 : 00～ 
20 : 00 
2 時 間
9 /24（制 28（月） 29（刈 30（.水） 10/ 1 附 2 （俗25樹
9 : 00 ～ 12 : 00 
3 時間
9 : 00 ～ i z : oo 
3 時間
9 : 00～ 1 2 :00 
3 時間バ ド ミ ン ト ン コ ー ス
9 : 00 ～ i z : oo 
3 時 間
9 : 00 ～ 1 2 : 00 
3 時 間
9 : 00- 1 1 : 00 
2 時 間
9 : 00 ～ i z : oo 
3 時 間
1 2/24附 26仕） 27（日）25樹
9 : 30～ 13 : 30 
4 時間
9 : 30 ～ 1 3 : 30 
4 時 間
9 : 30 ～ 1 3 : 30 
4 時 間硬 式 テ ニ ス コ ー ス
（ 会 場 ）
9 : 30～ 1 2 : 30 
3 時間
・ ジ ョ ギ ン グ コ ー ス 富 山 大学第 l 体育館他
・ バ ド ミ ン ト ン コ ー ス 富 山 大学第 3 体育館
－ 硬 式 テ ニ ス コ ー ス 富 山 大学第 l 体育館
A－ ヮ“
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（ 受 講 料 ） ・ ジ ョ キ句 ン グ コ ー ス 3 . 600 円 ）’ ｜ （ た だ し ， 受講料の 分納 は で き ま せ ん 。 な お ， 既納の
・ ノ く ド ミ ン ト ン コ ス 3 600円 ｝｜ 受講料は還付 し ま せ ん 。）・ 石更 式 テ ニ ス コ ー ス 3 , 000 円 ）
下記の受講 申 込 書に 記 入 の う え ， 受講料 を 添 え て 直接大学へ持 参 さ れ る か ， 現金書留 で郵
送 し て 下 さ い 。
・ ジ ョ キ ン グ コ ー ス 昭和62年 8 月 1 日 ～ 8 月 20 日
市中
込 方 法 ）
（ 申 込 期 間 ）
・ ノ t ド ミ ン ト ン コ ー ス II ～ 9 月 23 日
（ 申 込 み ・ 問 合せ 先 ）
（ 講 座 内 容 ）
｛ ジ ョ ギ ン グ コ ー ス ］ 教育学部教授 山 地 啓 司
－ 硬 式 テ ニ ス コ ー ス II ～ 1 2 月 23 日
干930 富 山 市五福3 , 190 富 山 大学庶務部庶務課 ま で 宮（ 0764 ) 4 1 - 1271 （ 内 線205, 206 )  
ウ ォ ー ミ ン クア ッ プ の 方 法， ト レ ー ニ ン グ方 法 と ス ケ ジ ュ ー ル の 作 り 方， 走 り 方， コ ー ス の選定法， シ ュ ー
ズの選 び方， レ ー ス へ の 参加 と ti'＇， 備 の 進め方 等 に つ い て
［ バ ド ミ ン ト ン コ ー ス ］ 教養部教筏 福 田 明 夫 教育学部助 教授 西 川 友 之
バ ド ミ ン ト ン を 始め る た め の 知 識， フ ラ イ ト と 基本 ス ト ロ ー ク ， 構 え と フ ッ ト ワ ー ク ， ゲー ム の 進め方 と 審
判 ， 勝つ た め の 戦法， ト レ ー ニ ン グ と プ ロ グ ラ ム
【 硬 式 テ ニ ス コ ー ス ］ 教育学部助教授 山 下 三 郎 教養部助 教授 北 村 潔 和
体 力 診 断 及 び1本 力 増 進 法， ス ト ロ ボ等 に よ る 技術診断， 実 技 では 各種 ス ト ロ ー ク ， サ ー ブ， ボ レ ー， ス マ ッ
シ ュ 等 の 恭礎技術 と ゲー ム の進 め 方 に つ い て
一一現代 を考え る 一一
時 の 流れ は 過 去 ， 現代， 未 来 と 続 く 1 次 元 l 方 向 性 の も の で あ る と い う 把 え 方 が あ る 。 私達が未来 を よ り 有意義
に 生 き て ゆ く た め に 過去 を 踏 ま え て ， 人文科学 ・ 自 然科学 の 両 面 か ら 多角 的 に 現代 に つ い て 考 え る 。
（ 講 座 の 名 称 ） 現代 を 考 え る
（ 開 設 期 間 ） 昭和62年 9 月 25 日 （斜～ 10 月 17 日 (I ）ー
（ 開 設 日 数 ・ 時 間 帯 ） 1 1 日 間， 午 後 6 時 ～ 午 後 8 時
（た だ し 9 月 26 副 l：）叫 l 時30分 ～ 3 時叩 午 後 3 �寺
10 月 17 日 （ ｜ ）は 午 後 2 �寺 ～ 4 時 ／ 
（ 非 集 人 員 ） 一般成 人 70名
（ 会 場 ） 富 山大学 工学部 106大講義主
（ 受 議 料 ） 4 , 200円 （ 受講料の分納 は で き ま せ ん 。 な お ， 既納 の受講料は 還付 し ま せ ん。）
（ 申 jみ 方 法 ） 下 記の受 講 申 込書に 記 入の う え ， 受講料 を 添 え て 直接大学へ持参 さ れ る か， 現金書留 で郵
送 し て 下 さ い 。
（ 申 込 期 間 ） 昭 和62年 8 月 1 日 ～ 9 月 24 日
（ 申 込み ・ 問合せ 先 ） 干930 富 山 市五福3 , 190 富 山 大学庶務部庶務課 ま で ft( 0764 ) 41 - 1271 （ 内 線205, 206 ) 
（ 講 座 内 寄 ）
回数 期 日 講 義 題 目 講師氏名 所属 ・ 職名
1 9 月 25 日 （付 生命 と 現代 社 会 小 黒 千 足 理 且寸ιー 音日 教 授
2 26 日 （！ ：） 食文化の変遷 一昨 を 中 心 と し て 一 中 ！ ｜ ｜ 梓 教 育 学 部 教 授
3 26 日 （！：） 伝染病 と の ！日i � 、 の 後 を 顧 み て 判ll 回 友 道 富 山 大 学 名 誉 教 授
4 28 日 (J J) ロ シ ア 文学 と 現代 1k i翠 英 一 人 文 学 部 助 教 授
Fhu 内L
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5 30 日 �）（） リ ス ク の保障 と 予 防 （ リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 思潮 ） 武 井 動 経 済 学 部 助 教 授
6 10 月 2 日 幽 “ 学生 の訴 え Vミ ら 中 村 同日 保健管理セ ン タ ー教授
7 1 0 月 5 日 （月） 超伝導物性研究の動向 オ対ホもご 克 徳 教 養 苦日 教 授
8 7 日 やド） 素粒子 と 字宙 松 本 賢 一 理 会寸且ー． 者E 教 授
9 9 日 幽 公共部門 の 成 長 ー そ の 要 因 と 限界一 古 田 俊 吉 経 済 学 部 助 教 授
10 12 日 明） “粉” を 科学す る 杉 本 益 規 工 会寸主主ー． 音E 教 授
1 1  14 日 休） ア フ リ カ か ら 現代 を 考 え る d巨問目－ J I J 盛 道 人 文 学 部 教 授
1 2  1 7 日 仕） 半導体物性研究の新 し い 動向 龍 山 智 栄 工 戸寸且ー．・ 音E 教 授
一一 高齢化社会 を考 え る 一一
近 い 将 来， 5 人 に l 人が老 人 と い う 「 高 齢化社会」 を 迎 え よ う と し て い る 。 そ の 中 で＼ 誰 も が 「安定 し た ゆ と り
の あ る 老後の生活」 を 望 ん で い る に も か か わ ら ず ， 健康は も と よ り ， 年 金 ・ 保 険 制 度 の 改正や核家族化の 進 行 な ど
に よ っ て ， 老 後 め 生 活 に 不安 を 抱 い て い る 。 誰 も 避 け て 通 る こ と の 出 来 な い こ の 老 後 の 生 活 と い う 問題 を ， さ ま ざ
ま な 角 度か ら 考察 す る 。
（ 講 座 の 名 称 ） 高齢化 社会 を 考 え る
（ 開 設 期 間 ） 昭和62年 10 月 19 日 （月）～ 1 1 月 9 日 （月）
（ 開 設 日 数 及 び時 間 帯 ） 10 日 間 ， 午 後 6 時 ～ 午後 8 時





富 山 大学経済学部101 番教室
3 , 600 円 （ 受講料の分納 は で き ま せ ん 。 な お ， 既納 の受講料は 還付 し ま せ ん 。）
下 記の受講 申 込書に 記 入 の う え ， 受講料 を 添 え て 直 接 大学へ持参 さ れ る か， 現金書留 で郵
送 し て 下 き い 。
昭和62年 8 月 1 日 ～ 10 月 1 8 日
干930 富 山 市五福3 , 190 
富 山 大学庶務部庶務課 ま で 宮（ 0764 ) 41 - 1271  （ 内線205, 206 )  
（ 申 込 方 法 ）
（ 申 込 期 間 ）
（ 申 込 み ・ 問 合せ 先 ）
（ 講 座 内 容 ）
回 数 期 日 議 義 題 目 講 師 氏 名 所属 ・ 職 名
1 10月 19 日 （J-j) 高 齢化 社 会 の 現状 と 課題 ・ 定年制 と 雇 用 問 題 tt 川 慎 吾 経 済 学 部 助 教 授
2 2 1 日 ヤド） 今後の経消動向 と 老 後 の 生 活 丹 羽 昇 経 済 学 部 助 教 授
3 23 日 幽 老年医学 と 生活 浅 井 主J三 人 文 学 部 教 授
4 26 日 （月） 老 人 と 家族 関 係 神 川 康 子 教 育 学 部 講 師
5 28 日 （水） フ ラ ン ス 文学 に 見 ら れ る 老 人の 生 き 方 勝 野 良 一 教 養 音日 教 授
6 30 日 幽 年 金制 度 と 老齢生活 山 崎 i青 経 済 学 部 教 授
7 1 1 月 2 日 （月） 健康生 活 と 運動 河 野 信 弘 保奉文 健辛管f 理＂r＂セ ン脅ISタ 一孝K所 長:t� 
8 4 日 休） 高 齢者 と 家族の法律 問 題 松 嶋 道 夫 経 済 学 部 教 授
9 6 日 幽 高 齢化 社 会 と 年金制度 山 崎 i青 経 済 学 部 教 授
10 9 日 (I]) 今 後 に お け る 高 齢化社 会 の 課題 と 展望 中 藤 康 俊 経 済 学 部 教 授
phv 円L
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黒 田 講堂 の全面改築 に つ い て
黒 田 講堂 は ， 事務 用 品 ， 事務 機器の総合 ト ッ プ メ ー
カ ー であ る コ ク ヨ （捕 の 創 始 者 で富 山 市 （ 鉄砲町 ） 出 身 の
故黒 田 善太郎氏 の寄附に よ り 昭和32年 10 月 に 建 て ら れ，
30年間富 山 大学の シ ン ボ ル と し て 親 し ま れ て き ま し た
が， 学生数 の 増加 で狭 く な っ た 上， 老朽化が進ん で き
ま し た 。 こ の た び善太郎氏 の長 男 で同 社 会長 の 黒 田 暗
之助氏か ら 黒 田 家 が 「故郷， 富 山 の 教育振興に 熱心だ
っ た 先代が建て た 講堂 が傷 ん で い る の を 見 る の は 忍 び
な い 」 と ， 私財 6 億 円 の 寄 附 の 申 し 出 が あ り ， 新制 大
学 が 発 足40周 年 に 当 る 昭和64年 10 月 完成 を 目 ざ し 施設
整備委員 会 黒 田 講堂改築専 門部会で内 容 の 検討 を 進め
て い く こ と に な り ま し た 。
健康診断の お 知 ら せ
次 の と お り 健康 診断が実施 さ れ ま す の でお知 ら せ し ま す 。
な お ， 実施 月 日 に つ い て は ， 都合に よ り 変 更 す る 場 合 も あ り ま す の で掲示等 に 注意 し て く だ さ い 。
検 診 項 目 実 施 月 日 士是 所 対 象 者
9 月 16 日 （水）
長同日 の 総 査 9 月 17 日 （本）
肝 機 能 の 検 査 9 月 21 日 （） J) 
40オ以上の職員
9 月 22 日 （火）
10 月 19 日 （） J) 
循 環 器 の 検 ft 10 月 20 日 （火）
（ 心 電 図 ， 血 圧 ） 10 月 22 日 （水）
保健管理セ ン タ ー 35オ 以上の職員
10 月 23 日 附
婦 人 科 検 診
（ 子 呂 が ん ）
1 月 29 日 （斜 35オ以上の女子職員
寄 稿
〈 ア メ リ カ か ら み た 日 本の教育〉
何分に も ， は じ め て の 海 外留 学 の 体験 を す る 私 が．
刷に も な く 「欧米 に お け る 日 本研 究 の 動 向 」 と い う 国
際的 テ ー マ の一つ を 種 々 の事情 か ら 選 ん で し ま っ た わ
け です が， ほ ん と う に 多 く の 方 々 の 親切 な ご指導に よ
り ま し て ， ア メ リ カ ， カ ナ 夕、， 連合王国， フ ラ ン ス ，
西 ド イ ツ ， イ タ リ ア の 主だ っ た 日 本研究セ ン タ ー を 訪
教育学部助教授 山 野井 敦 徳
ね る こ と がで き ま し た 。 こ こ では ， 耳R り 急 ぎ ア メ リ カ
で の 日 本 の教育研究の様子 に つ い て ， ほ ん の一端 を お
話 し 申 し 上げ る こ と でお 許 し を お 願 い で き れ ば と 存 じ
ま す ．
私 の 日 本研究セ ン タ ー の 訪 問 は ， ニ ュ ー ヨ ー ク 州 立
大学ノ 〈 ッ ブ ア ロ ー校 を ベー ス ・ キ ャ ン プ と し て は じ ま
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り ま し た 。 こ の 大学は ア メ リ カ で は 決 し て 名 門 大学 と
は い え ま せ ん し ， 大規模 な 日 本研究機関 を 附設 し て い
る わ け で も あ り ま せ ん 。 留 学先のベー ス ・ キ ャ ン プ と
し て こ の 大学 を 選 ん だ理 由 は ， た だ 日 本 の 教育学 界 と
の交流 も 深 〈 ， 我が国 の 教育事情 に 詳 し い ジ ャ パ ン ・
ス ペ シ ャ リ ス ト の お 一 人 で も あ る フ ィ リ ッ プ ・ ア ル ト
パ ッ ク 教授 （ 比較教育 セ ン タ ー 長 ） がお ら れ た か ら で
す 。 夫 人 は 日 系二世の 方 で， 教授 ご 自 身 も 各 国 の 学生
運動 に 関 心 を も た れ， イ ン ド の学生運動 の 研究 で学位
を と ら れ た 一 方 ， 日 本 の 学生運動 に 関 し て は ， 我が国
の 大学紛争が 頂点 に 達 し た こ ろ ， 例 の 東 大 の安 田 講堂
に 自 ら 乗 り 込 ん で全共 闘 の 学生達に イ ン ダウ、、 ュ ー を 試
み た と い わ れ る 逸話の持主です。 こ れ ら の 成果の一つ
は r世界の学生運動』 （ 東 大 出 版 会 ） と し て 我が国 で
も 紹 介 さ れ て い ま す 。
と こ ろ で， ア メ リ カ に お け る 日 本 の 教育 に 関す る 専
門 家 の 数 は ， 決 し て 多 く は あ り ま せ ん 。 あ る 資料に よ
り ま す と 約60名 ぐ ら い リ ス ト ・ ア ッ プ さ れ て い ま す が，
厳密 に 定義 し ま す と 20名 前 後 だ と い わ れ て い ま す 。 日
本研究セ ン タ ー の 他 に い く つ か の 日 本研究学会 に 参加
し て み ま し た が， こ の よ う な事情に も か か わ ら ず ， 日
本 の 教育への関心は 一種の ブー ム と い え る ほ ど 大変な
も の で し た 。 た と え ば， こ の春 ワ シ ン ト ン で開催 さ れ
た 比較教育学会では， 日 本 の教育 に 関 す る 研究 発 表 も
多 く ， 分科会 も 三 つ ぐ ら い 設け ら れ て い ま し た 。 私 の
知 人 の 一 人 で あ る ウ ィ リ ア ム ・ カ ミ ン グ ス 氏 （ ハ ー ヴ
ア ー ド 大学 ） は ， 日 本 の 教育に 関 す る 権威の一 人 で，
学会 では 我が国 の科学＝ 技術政策 を 発表 さ れ て い ま し
た が， ど の 日 本 の 分科会 で も リ ー ダー 的役割 を 演 じ ，
ひ っ ぱ り だ こ と い っ た 感 じ てい し た 。 氏 は ， す で に 『 日
本 の 大学教授』 （ 至誠堂 ） や 『ニ ッ ポ ン の学校』 （ サ
イ マ ル 出 版 ） な ど で我が国 で も 著 名 な 方 です 。 今春，
ニ ュ ー ヨ ー ク 州立J ＼ ッ フ ア ロ ー校の一角
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日 本の教育 に 関 す る ア メ リ カ 政府 の報告書が出 さ れ ま
し た が， 氏 は そ の 中 心的役割 を 果 た し た 人 です。 こ の
報告書作成 の た め に 調査 固 め 代表 と し て 来 日 さ れ た ラ
ト ガー ズ大学 の ノ ブ オ ・ シ マ ハ ラ 教授 も ， ア メ リ カ に
お け る 代表 的 な 日 本研究 者 の お一 人 です 。 氏 は ， と く
に 文化 人 類学的 な 手法 に よ っ て 日 本 の教育 の 風土， 人
間 関係， 文 化 と い っ た 視 点 か ら 日 本 の教育 の 研究 を 進
め ら れ， 2 ・ 3 年 前 に 一 書 を も の し て お ら れ ま す 。 私
の た ず ね た ラ ト ガー ズ大学 は ， 我が 固 と の つ な が り が
深 〈 ， 明 治 初 期 以 来， 数 多 く の 日 本 留学生がj帯夜 し た
と こ ろ で， 明 治期の 日 本 の 教育政策 に 多 大 の 影響 を 及
ほ、 し た グ リ フ ィ ス の 母校 で も あ り ま す 。 そ の 関係 も あ
っ て ， こ の 大学 に は グ リ フ ィ ス 文庫が設け ら れ， 日 キ；
の教育研究 に 一 役 買 っ て い ま す 。 文 庫 と い え ば， メ リ
ー ラ ン ド 大学の ア メ リ カ 占 領下 に お け る 我が 国 の 膨 大
な 出 版物 も 印 象 的 で し た 。 残 念 な が ら ， ま だ ほ と ん ど
研究 さ れ て お ら ず ， 研究 の 宝庫 と し て 眠 っ た ま ま です 。
シ カ ゴ大学では， ア ン ダー ソ ン ＝ ボ ーマ ン 教授 ご夫 妻
に 再会 い た し ま し た が， と も に ご健 花 で ご高齢で も な
お 第一 織 で ご 活 躍 中 です。 比較教育 学 会 では ， こ う し
た 方 々 の 他 に ， お 雇 い 外 人 の研究， デ ュ ー イ 思想 の 日
本導 入過程研究， さ ら に 最近 では 日 本の教育改革 の研
究 な ど で我が固 と 深 い 交 流 を も っ て お ら れ る ボー シ ャ
ン 教授 （ ハ ワ イ 大学 ） に も お 会 い す る 機会 が あ り ま し
た 。
日 本 に 関 す る 教育研究が し だ い に 盛ん に な っ て き ま
し た の も ， 我 が 国 の 続 出 力 と 深 く か か わ っ て い ま す 。
直 裁 な ア メ リ カ の 研 究 者 の 多 く は ， そ の 社会的背 景 の
解 明 に 関心 を い だ き ， 日 本の経済 発展の要 因 の一 つ は ，
そ の教育水準の 高 さ に あ る と 判 断 し て い る か ら に 他 な
り ま せ ん 。 今 ま で外国が手本であ っ た 我が国 に と っ て ，
こ れ か ら は 外 国 か ら 日 本 が教科書 に さ れ る 時代が， 良
か れ 悪か れ こ よ う と し て い る 感 じ が し ま す 。 そ れ は ア
メ リ カ の 各種の 教育 レ ポー ト に み る こ と がで き ま す 。
最近 では， ア メ リ カ の 初 等 ・ 中 等教育の学力 レ ベ ル が
下 が る に つ れ て ， 学校教 育 ばか り で な く ， 家庭教育 に
関 し て も ， メ リ ー ・ ホ ワ イ ト 教授 （ ハ ー ヴ ァ ー ド 大学 ）
の よ う に ， ア メ リ カ の母 親 は 日 本 の 教育マ マ に 学べ と
い う 主張 さ え し て お ら れ ま す 。 多 か れ 少 な か れ， 外国
に お け る 日 本 の 教育 の イ メ ー ジ は ， こ う し た ジ ャ パ ン
・ ス ペ シ ャ リ ス ト に よ っ て 形成 さ れ て い る の です 。
し か し ， 海 外 で高 い 評価 を 受 け て い る 日 本 の教 育 水
準 も ， 先の ア メ リ カ の教育 レ ポー ト に み ら れ る よ う に
高等教育 は 例 外 で， 大学 人 と し て は 耳の痛 い 話 です 。
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学
中 等教育 に し て も ， ス タ ン フ ォ ー ド 大学 に は 日 本 の高
校研究でパー ク レ イ 出 版賞 を 受賞 し た ロ ー レ ン 氏 がい
ま す が， 氏 は 我が国 の 高校教育 の 水 準 を 高 〈 評価 し な
が ら も ， 自 ら は 日 本 の教育 を 受 け た い と は 思わ な い と
ま で 言 い切 っ て い ま す 。 い ず れ に し ま し て も ， 我が国
の教育に 関 す る 実像 と 虚像 が， こ れ か ら 一段 と 深 〈 海
外の研究者 た ち に よ っ て 研究 さ れ よ う と し て い る 印 象
を 強 く も ち ま し た 。
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砂 筆者 は ， 文部省長 期 在 外研 究 員 （ 甲 種 ） と し て ，
昭和61年 9 月 2 日 か ら 昭和62年 6 月 30 日 ま で10か 月
間 「 欧米 に お け る 日 本研究の動向」 の た め ， ア メ リ
カ 合衆 国 を 主 た る 滞在地 と し て カ ナ ダ と ヨ ー ロ ッ パ
4 か 国 へ 出 張 さ れ ま し た の で， 特に 寄稿 を 御依 頼 し
た も の です 。
職 員 j自 息
〈住所変更）
人文学部
教 授 川 本俊一郎 文部事務官 中 川 巌
主 要 行 事
14 日 第 3 回 富 山 大学情報処理セ ン ター運営委員会
本 部 ｜ 第 4 回 入学試験管理委 員 会 ・ 第 3 回 入学者
選抜方法研究委員 会 の 合同 委 員 会
7 月 l 日 入学試験管理委 員 会専 門 委員 会 第 1 回保健管理セ ン タ ー運営協議会
2 日 健康相談 （ 眼手ヰ ） 17 日 第 5 回評議会
富 山 大学事務改善委 員 会 第 3 部会 第 2 回 国 際交流委 員 会
3 日 公 開 講座委員 会 昭 和 62年度大学 入学者選抜 ・ 教務関係事項
部課長 会議 連絡協議会
事務 協議会 22 日 第 1 4 回 保健婦 ・ 看護婦班研究集会
第 2 回相互乗 入れ等検討委 員 会 23～ 24 日 第 25 回 全 国 大学保健管理研究集会 東 海 ・ 北
6 日 第 2 回 学 園 ニ ュ ー ス 編集委員会 陸地方研究集会
8 日 金沢大学辰 口 共 同 研修セ ン タ 一運営協議会 24 日 昭 和 62年度文部省北陸地区共同 事業体育大
8 ～ 9 日 昭和62年度厚生補導研究協議会 会 （ 於 ： 福井 ）
10 日 第 2 回 大学院委 員 会 27 日 第 4 回事務協議会
第 4 回 総合大学院検討委 員 会 第 l 回 富 山 大学廃液処理施設運営委員 会
構内 交通対策委員 会 第 2 凪学務関係係長会議
1 2 日 第39 回 北陸地 区 国 立大学体育大会（ 開 会 式 ） 28 日 第 l 回 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委員 会
























人 文 学 部
7 月 1 日 教授会
8 日 特別 昇給委 員 会
予算委員 会
1 1 日 授業終了
13～ 18 日 集 中 講義指定 期 間
14 日 紀要委員 会
1 5 日 次期学部補導委員会委員 打合せ
教授会
人 事教授会
1 7  B 学部施設委 員 会
旅順博物館副館長蘇小幸 氏 の 特別 講演
事務連絡会
7 月 8 日 学部補導委 員 会
学部教務委員 会
学部図 書委 員 会
学部特別 昇給検討委員 会
14 日 学部予算委員 会
附属小学校 第 l 学期終業式
15 日 教授会
人事教授会
附属 中 学校， 附属幼稚園 第 1 学期終業式






23 日 夏 季休業 （ ～ 8 月 30 日 ま で ）
24 日 学部予算委員 会
29～ 3 1 日 富 山 大学教育学部公 開 講座
（ 於 ： 附属教育実践研究指導 セ ン タ ー ）
30～ 31 日 幼稚園教育研究集会 （ 於 ： 鳥取市 ）
7 月 1 日 夜 間 主 コ ー ス 運営委 員 会
2 日 学部施設整備委員 会 （ 持 ち 回 り ）
報
3 日 学部教務委員 会 （ 持 ち 回 り ）
7 日 学部補導委員 会
助 手 室業務運営委員 会
8 日 財務委員 会
日 本海経済研究 所運営委員 会
改組経過報告書作成委員 会
10 日 コ ン ビ ュ ー タ 管理運営委員 会
13 日 学部将来構想検討委員 会










7 月 1 日 カボ ラ ス 工作室運営委員 会
3 日 学部教務委員 会
9 日 学科主任会議
10 日 次期学部補導委員 会委 員 打合せ
1 1 日 授業終了




1 7 日 事務連絡会
工 学 部
｜
7 月 7 日 係長 連絡会
8 日 工学研究科委員 会
専任教授会
14 日 授業終了
15 日 紀要委 員 会
学科主任会議
17 日 学部教務委員 会
18 日 選考 委 員 会
20 日 北陸信越工業教育協会富 山 県 支 部評議員 会
並 び に 総会
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22 日 教授会




7 月 l 日 教務委員 会
予算委 員 会
3 日 特昇 そ の他給与 に 関 す る 委 員 会
8 日 教務委 員 会
人事教授会
教授会




16 日 将 来計画委員 会
附 属 図 書 館
7 月
1 ～ 2 日 第34 回 国立大学図 書館協議会総会
（ 於 ： 群 馬 県 草津町， ホ テ ル ホ ワ イ ト タ ウ
ン ）
14 日 電算化小 ワ ー キ ン グ グルー プ打合せ会
1 6 日 電算化 ワ ー キ ン グ グルー プ と 富 士通 S E と
の打合せ会
係長事務打合せ 会
20 日 ～ 昭和62年度大学 図 書館職 員 長 期 研 修
（ 於 ： 図 書館情報大 学 ） （ 8 月 8 日 ま で ）
24 日 第 2 回商議会
28 日 係長事務打合せ会
7 月 1 日 健康診断 （ 色覚 一 人文学部生 ）
健康診断 （ 内科 一 各学部 及 び教養部生， 大
学院生の要精検者 ）
2 日 健康診断 （ 眼科 一 各学部及 び教養部生， 大
学院生， 専攻科生 の希望者 ）
6 日 健康診断 （ 理学部の臨海実習参加 者 ）
8 日 胸 部 X 線要精検者 直接撮影写真判 定
報 第285号
14 日 第 1 回保健管理セ ン タ ー運営委 員 会
15 日 胸部 X 線要精検者直接撮影写真判 定
22 日 第 14 回保健婦 ・ 看護婦班研 究 集 会
（ 於 ： 名 古 屋三の丸会館 ）
23 日 胸 部 X 線要精検者 直接撮影写真判 定
23 ～ 24 日 第25 回 全 国 大学保健管理研究集会東海 ・ 北
陸地方研究 集 会 （ 於 ： 名 古 屋三の丸会 館 ）
ト リ チウム科学セ ンター ｜
7 月 10 日 昭和62年度 第 3 回 富 山 大学 ト リ チ ウ ム 科学
セ ン タ 一運営委員 会
（ 於 ： ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ ー 会議室 ）
28 日 特別健康 診断 （ 於 ： 富 山市 民病 院 ）
｜ 地域共同研究セン タ ー ｜
7 月 16 日 地域共同 研究 セ ン タ ー運営委 員 会
7 月 2 日 間学式準備委員 会
財務委員 会
9 日 あ ゆ み編 集 委 員 会
教授会
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電 話 （24) 1 7 5 5 附
